
ジョイントディグリー
プログラム
開設記念シンポジウム

開学50周年 記念事業

を開設予定です。
　本シンポジウムでは、当該ジョイントディグリープログラム
の開設を記念し、両大学の教員による“エイジングサイエンス”
に関する研究について、ご講演をいただきます。奮ってご参加
ください。

　ジョイントディグリープログラム（JDP）とは、日本の大学が、
外国の大学と連携して、共同の教育課程を編成する専攻を設置し、
連名で一つの学位記を出すことを可能とした制度です。
　本学では、令和７年１０月に、国際交流協定校であるマレーシア
国民大学と共同で、“エイジングサイエンス”に特化した教育課程

滋賀医科大学 臨床講義室3開催場所 本学教職員、大学院生（博士課程在籍者）、学部学生、学外者 等対象者

英語使用言語 医学部長、副医学部長、准教授（計3名）学外招待者

令和６年10月4日㈮ １５：００～１８：００開催日時

プログラム

■ 開会挨拶
■ マレーシア国民大学との交流の歴史について
■ ジョイントディグリープログラムの概要説明
■ 講演会

■ 質疑応答
■ 閉会挨拶

軽食（マレーシア・日本のお菓子や飲み物）を提供　※先着順

テーマ：「エイジングサイエンス」

依馬 正次 教授 （動物生命科学研究センター）
石垣 診祐 教授 （神経難病研究センター）

Mohamad Nasir Bin Shafiee 副医学部長／教授
Goon Jo Aan 准教授（生化学講座）
滋賀医科大学より２名

マレーシア国民大学より2名

主　　催／国立大学法人滋賀医科大学
お問合せ／滋賀医科大学 学務課 国際企画室

TEL：077-548-2883

参加費
無料




